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ヨーロ ッパの窓 ・そのかたち

坪井 源

ヨーロ ッパ各地 の建 物 の"窓"を 見 て ま

わ って来 た。窓 は も とも と,風 に対 す る防

壁 であ り,明 か りを採 り入 れ るた めの 開 口

部 だが,各 国の気 候,風 俗,習 慣 の違 い に

よ って建 物 同様,さ ま ざ まの変 化 をみせ,

尽 きぬ魅 力 があ る。

また,16～19世 紀 ご ろの古 い建物 の 窓 に

は,ゴ シ ッ ク,ル ネ ッサ ンス,ロ コ コ と

い った時代 的特色 が色 濃 く残 り,さ らに は,

キ リス ト教 回教支 配 の影響 とい った時 の長

さが は っ き り映 し出 されてい るの も面 白い。

総 体 に宗教 的色彩 の 最 も濃い のが イ タ リア

で あ り,オ ー ス トリ ア,ス イ スで は,気

候 ・風俗 に影響 を受 け,ベ ル ギ ー,フ ラ ン

ス,ド イ ッ,オ ランダ,イ ギ リスで は慣 習

や伝統 的 な手法 に よる影響,ま た,北 欧4

か国 は,生 活 の風 習,16世 紀以 後 のキ リス

ト教文 化 の影響 が 出て い るよ うに見 えた。

例 えば,オ ース トリアのチ ロル地 方 の農

家や民 家 に は壁全 体 に絵 が描 かれ てい る。

その 中 に窓が あ って,あ たか も立派 な窓枠

がつ いて い るかの よ うに絵で表 現 され てい

る。実 際,窓 は無 くと も窓の絵 が描 い て あ

り,遠 くか らは ほ とん ど区別 がつ か ない。

壁 には愛 ら しい花 や,動 物 の絵 や街 の歴 史

が順 々 に描か れて いた り,び っ く りす るよ

うな ことに な る。 これ が本 当の"飾 り窓"

な のか も しれない 。い か に も風光 明媚 な チ

ロル地方 にふ さわ し くほ ほえ ま しい。 この

よ うな ス タイル はス イス のバ ーゼル地 方 の

田舎 で も見 る こ とがで きるが,こ こで は具

体 的な絵 で な く,色 で 表現 され てい る。私

が 見 た窓 は,壁 全体 は緑一 色 で屋根 と窓の

問に文 字が 白 と黒 の陰で書 か れ,木 製 サ ッ

シ ュ まで緑 に塗 られて いた。 また,外 窓 に

ガ ラス戸が つ いて いて これ も同 じ色 で統 一

され てい る とい う具 合で,そ れぞ れの民 家

で色 を楽 しん でい る ようで あ った。

イギ リスのバ ー ミンガムで み たアパ ー ト

は,150年 ほ ど前 の建 物 で,い わ ゆ る近 世

の平均 的 な様式 で あ る。入 り口が 一 カ所 で,

窓 は左 右対 にな ってい るが各 階の 窓の型 は

異 な り,1階 は丸味 をつ け て全 体 の感 じを

やわ らげ,2階 以上 は出窓で,ゴ シ ック調

であ る。 日本 の窓,と くに通風 採 光 を二の

次 に して,外 の様子 をうかが うための"無

双 窓""武 者 窓"あ る い は格 子 を組 ん だ
"与力 窓"と い

った ものに比べ れ ば,ヨ ー

ロ ッパの 窓 は総 体 に,無 駄 のない機 能 本位

で シ ンプ ル な美 しさが ある。

私 が特 に興 味 を もったの は,ベ ル ギーの

窓だ った。 ブ ラ ッセ ルの市 内に は,ゴ シ ッ

ク,ル ネ ッサ ンス様 式 のほ かに,19世 紀 中

ごろ フ ラ ン ス,ベ ル ギ ー を 中心 に 興 った

ア ール ・ヌ ーボ の影 響 を うけた建 物が 多 く

み られた 。 も と もとアール ・ヌーボ は,量

産化 され,個 性 的なぬ くみ を喪失 してい く

流れ に対抗 して,手 造 りに よる人間性 の回

復 を旗印 に した運動 だけ に,そ れ らの建物

は,近 代建 築 の 間に あって,な お美 しい調

和 を見せ て い る。 ブ ラ ッセ ルの 中心地 や ブ

ル ー ジュの 中心地 で は色 々の姿 の もの を見

るこ とが で きる。

しか しな が ら,一 般 の ヨー ロ ッパ に見 る
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民 家や商 屋 の建物 は,ほ とん どが18世 紀 か

ら19世 紀 以 後 の も の ばか りで,こ の ベ ル

ギ ーの 国 には比較 的多 く,集 中 して残 って

い る。最 も中に は特別 の建 物 と して ゴ シ ッ

ク様 式 の代 表 的 なス タイ ルであ る,聖 ミッ

シェル寺 院 な どの13世 紀 頃の寺 院等 が残 さ

れ てい るが極 め て少 ない。 しか しこの時代

の建 物 や以前 の もの とな る とほ とん ど皆無

に等 しい 。 こ の ブ ラ ッセ ル の 中 心 に,ゴ

シ ック,ル ネ ッサ ンス,バ ロ ックの それ ぞ

れ の様 式 に囲 まれた広場 が あ り,文 豪 の ビ

ク トル ・ユ ー ゴーが,「 世界 で最 も美 しい

広 場 だ」 と称 したグ ラ ン ・プ ラスが あ る。

春か ら初夏 にか けて この広場 で は美 しい花

市が たつ 。 中世 の建 築 はや や もすれ ば重苦

し く,堅 苦 しいが,自 然 の美 しい草花 の市

が たつ こ とにな れば,心 が な ごむの であ る。

いか つい建 物 に はめ込 まれ た"窓"は 各階

と も少 しずつ大 きさや形 が異 な り,あ る も

の は,上 階の 窓 と一体 とな って いた り,ま

た,数 階 まで上 に通 った窓,そ れが 同 じパ

ター ンで横 に広 が りを持 った もの,い ず れ

も,ゴ シ ックあ るい はル ネ ッサ ンス の様式

が その ま ま窓 に も伝 わって い るので あ る。

写真 は,ベ ルギ ーの民 間 アパ ー トで19世 紀

初期 の建 築 だが,3階 と4階 の 窓が枠 で一

体化 され,一 つ の大 きな装飾 にな ってい る。

窓枠 は木 製で ペ ンキで彩 色 され てい るが,

木 とガラス と レ ンガの調和 が見 事だ った。

この3階 と4階 の窓 を一つ につ な ぐ型 は,

中世 ギ ル ド時代 に出 た様 式 といわれ てい る。

ギ ル ドのボ スた ちが,本 来,屋 根裏部 屋 で

しか なか った と ころに窓 をつ け,下 の階 の

窓 とつ ない で,い か に も,も う一つ 階が あ

るよ うに誇示 したの であ る。

この ように窓 は各 国の風 俗,習 慣,気 候,

宗教 が 時代 と共 に変化 し,あ る時 は合 理 主

義 に徹 し,あ る時 は,文 芸復 興 の ご と く,

また,人 間性 の 回復 な ど と考 え られ,た え

ず 動 い て い る。 そ こ に は昔 か ら今 日 まで

人 々の生 活 の様 式 を伝 え て きて い る し,ま

た,我 々が生 きて きた証拠 と して"彼 等"

も生 きて きた証拠 と して残 し残 され て きた

ので あ る。 それ はそ の時代 のあ る種 の シ ン

ボ ルあ るい はサ イ ンなのか も知 れ ない。

(っぽい・もとGENデ ザインプロ)
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